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 本論文の学術的貢献としては以下の点が挙げられる。  
 第一に、北部ベトナムで中国国境と接しモンの人口が集中している郡内で、市場への
アクセスの良い村と市場から遠い村との二村を選んで長期滞在調査を実施した成果とし
て、ベトナム山地モン社会の優れた民族誌になっている。特に民俗医療や身体と健康に
関わる認識や儀礼実践とともに、妊娠から産後までを社会文化的文脈の中で描くととも
に、出産経験のある200人の女性たちへのインタビューから自宅出産と施設分娩の選択
の様相を明らかにしており、量と質両面で充実したデータを提示している。  
第二に、ベトナムの政策や近代医療の変遷の文脈を踏まえつつも、あくまでもモンの
視点を重視したことから、彼らの出産をめぐる選択が決して個々人によるものではな
く、家族・親族や近隣といった社会関係に埋め込まれた形での選択であることをインタ
ビュー結果の分析と事例報告によって明らかにしている。モンの出産を女性の出来事と
して語る傾向のあったこれまでのアメリカのモン難民の研究や、夫に従属する妻として
モンの女性を描きがちであったタイにおける民族誌等とは異なる視点で夫の役割と妻の
立場を描き直している。それは、モンの家族・親族理解にも重要な貢献であると同時
に、出産とその選択の分析をめぐって社会関係がいかに重要であるかという指摘にも
  
なっている。  
第三に、序論においてグローバルな出産の医療化の流れ、民族間関係、医療における
選択の在り方について、エージェンシー論に基づく相互関係の理論的なモデル化を試み
ており、最終章でデータの分析結果についてこのモデルを用いて説明している。このモ
デルにどれほど汎用性があるかは、本論のみでは定かではないとしても、他地域での比
較を可能にする仮説を提示したという意味で高く評価できる。  
第四に、本論は現状に対する提言としての意義をもつ。出産の医療化はもはやキンに
おいては当然の前提である一方、政府は山地の医療設備の利用度の低さを山地の人々の
後進性や伝統維持の姿勢によって説明する。本論はこうした既存言説に対して、モンの
人々は安全が脅かされた場合に、良質な医療にアクセスできればそれを選ぶこと、現状
ではアクセスの悪さとともに山地の保健医療施設における人材確保がされていないこと
こそが問題であると指摘する。それは政策に対する提言でもあり、また同時に低地キン
出身者として、キンによる蔑視の最も著しいモンの視点に寄り添いその実態を報告する
ことで、ベトナム社会に対して提言する内容ともなっている。  
本論文は、詳細なデータとそれに基づく考察、多様な要素を包含して分析する上での
モデルを構築するなど、学術的な貢献として高く評価できる。また、調査者の立ち位置
や視点を随所に記し、読む者を引き込み説得する印象深い筆致による好論文である。  
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
2020年1月21日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
